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の技術分野において 10 年間さまざまな技術 ・ 商品開発を経験して学習した問題解決能力を、
他の技術者が 1～2 年に短縮して学習することはできない。表面的には学習したように見え
ても、1～2 年で学習した能力と 10 年かけて学習した能力の間には、根本的な違いがある
(Lado and Wilson, 1994)。組織としての技術力の多くの部分は、そのような技術者の問題
解決能力の集合である。長年の学習によって蓄積されているので、積み重ね技術は、競合
企業が短期間で模倣できない部分が多い（Hatch and Dyer, 2004)。 
また、主に RBV(Reseouce-based view)の理論枠組みの中で、多くの研究が模倣を困難にす
る条件としてあげているのが、複雑性や暗黙性の高さ（McEvily and Chakravarthy, 2002）
や、 因果関係の曖昧さ （Lippman  and  Rumelt,  1982） 、 経路依存性(Dierickx  and  Cool,  1989)、












可能なのである(Dierickx  and Cool, 1989)。これら２つ以外にも技術の複雑性や暗黙性
など模倣をしにくい要因をあげることはできるが、法的な保護と時間がかかる学習以外で
あれば、短期間でも模倣される可能性は残るのである。本稿の、革新技術と積み重ね技術













仮説 1a  革新技術と積み重ね技術は、両方共に企業の長期的な業績に貢献する 
仮説 1b  革新技術よりも、積み重ね技術の方が、持続的な競争力にとってはより貢献度合
いが高い 
 
実際には、 技術の特性や領域によって、 それぞれの技術の重要性が異なると考えられる。 「技





























でも述べられている（Hatch and Mowery, 1998） 。そこで、製造技術に関しては、革新技術
よりも積み重ね技術がより重要であるとする仮説２c をたてることとする。 
 
仮説 2a  技術変化が速い分野では、革新技術よりも積み重ね技術の方が、企業の持続的な
競争力により強く貢献する 
仮説 2b  擦り合わせが必要な技術分野では、革新技術よりも積み重ね技術の方が、企業の
持続的な競争力により強く貢献する。 








本研究では日本の製造企業 4 社において、2007 年から 2008 年にかけて、質問票調査を実施
した。4 社のうち 3 社は年間売り上げが 1 兆円を超える大企業であり、残り 1 社は年間売り
上げ約 1000 億円規模の企業である。業種は総合家電、情報通信、精密機器、自動車部品と
多岐にわたる。各企業で全社の技術全般を見渡せる立場にある管理職の方（以下、仲介者）
にお願いし、主要な技術者、合計 119 名から回答を得た（4 社の内訳は、49 人、37 人、23




































表１  構成概念（変数）と測定方法（質問項目） 

















































表 2  平均・標準偏差と相関係数 
    平均 S.D. 1   2   3   4   5  
1  業績への貢献  4.18 0.85 1.00   
2  積み重ね技術  3.63  0.88 0.46  1.00   
3  革新技術  2.52 0.97 0.28  0.17  1.00   
4  資源の投入  3.14 0.90 0.15  -0.01  0.20  1.00    
5  開発開始からの期間  23.4 19.6 0.25  0.13  0.11  0.19   1.00 
  太字斜体が１％、斜体が 5%で統計的に有意      
 
表 3  重回帰分析の結果（仮説１） 
  モデル１(n=119)  モデル２(n=119) 
  係数  ｔ  有意 係数 ｔ 有意
定数      11.7      4.7    
積み重ね技術              0.43  5.20  *** 
革新技術              0.18  2.23  ** 
資源の投入    0.09  1.10      0.07  0.76     
開発開始からの期間  0.01  2.50  ***  0.18  2.13  ** 
企業ダミー(4 社)  -  -    -  -   
R2 乗  0.07   0.30  
調整済み R2 乗  0.03  0.26 
















表４  重回帰分析の結果（仮説２） 
  モデル３(n=61)  モデル４（n=79） モデル５ (n=69) 
  技術変化が速い  擦り合わせが必要 生産・製造技術主体 
  係数  ｔ  有意 係数 ｔ 有意 係数 ｔ  有意 
定数      3.45     4.75     2.54     
積み重ね技術  0.49  4.30  ***  0.32  2.96  ***  0.46  4.24  *** 
革新技術  0.12  1.05      0.17  1.58      0.26  2.34  ** 
資源の投入    -0.02  -0.16      0.15  1.27      0.03  0.22     
開発開始からの期間  0.17  1.51      0.20  1.66  **  0.14  1.20     
企業ダミー(4 社)  -  -    -  -    -  -     
R2 乗  0.40   0.25   0.33  
調整済み R2 乗  0.32  0.18  0.25 
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